
ニューヨークのロータリアンSylvan Barnet Jr.氏

が重要な役割を担いました。国際広報分野のパイオニ

アである同氏は、広報スキルと国連への関心から、

当時のロータリー会長だったチャールズ・ケラー

の目に留まり、国連経済社会理事会（ECOSOC）

におけるロータリーの諮問役的役割を確立するた

めの役割を任されました。

彼は、自分の力で一からすべてを積み上げ、今日

の国連との関係を築いてくれました。　

　近年では、環境、保健、教育、人権に関する課

題が国連での議論の大半を占めるようになるにつ

れ、国連ではNGOの存在が際立つようになりまし

た。母子の健康、水と衛生、教育といった分野に

おけるロータリーの影響力も高まり、現に国連ミ

レニアム開発目標は、ロータリーが掲げる目標と

多くの部分で一致しています。ロータリーはいち

早く、SDGsに取り組んでいたことになります。

　さて、ウクライナの状況とロータリー財団の対

応をお知らせします。

ウクライナ危機により、民間人の避難が余儀なく

され、深刻な人道的影響が出ています。国連難民

高等弁務官事務所によると、３月21日現在339万

人以上（その大半は女性と子ども）が近隣諸国と

ヨーロッパ全域に避難し、ウクライナ国内の避難

民も約650万人に上っています。

　ロシアの侵攻前の人口約4，200万人の４分の１が

避難を強いられています。

　難民に食糧、水、医療、シェルターを提供する

ため、欧州や世界各地のロータリークラブとロー
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「新しい風と微笑みを」本年度会長テーマ

「奉仕しよう  みんなの人生を豊かにするために」RIテーマ

　　　　　　　　　　本日国際奉仕部門のクラブ

　　　　　　　　　フォーラムで、国連ユニター

　　　　　　　　　ル広島事務所長　隈元様にお

　　　　　　　　　話をいただきますので、国連

　　　　　　　　　とロータリーの関係をお話し

　　　　　　　　　します。

　国連との協力のルーツ

　第二次世界大戦後の国連発足まで遡りますが、

1942年、21カ国のロータリークラブが参加して

ロンドンで会合が開かれ、教育、科学、文化を向

上させるためのアイデアが検討されました。今日、

ユネスコの名で知られる「国際連合教育科学文化

機関」は、この会合がきっかけとなって発足した

ものです。

　また、ロータリー代表は、1945年の国連憲章の

草案作成に関与し、冷戦によるイデオロギー戦争

が始まるまで国連を強く支援していました。その

後、政治的な関与を避けるロータリーの方針のた

め、国連におけるロータリーの参加は低下しまし

た。

　その状況を打破したのが、1980年代に始まった

ポリオ撲滅活動です。ポリオ撲滅を共通の目標と

して、ロータリーは、世界保健機関（WHO）と

ユニセフとのパートナーシップを結びました。ポ

リオ撲滅キャンペーンが、ロータリーの存在を再

び確立するための一大要因となりました。

　国連とロータリーの関係を再構築する上で、

さかのぼ



害救援基金を指定しました。

これに伴い、ロータリー財団は以下を承認しまし

た。

　● 現在から2022年6月30日まで、ウクライナと

　  国境を接する指定ロータリー地区とウクライナ

　  国内のロータリー地区は、災害救援基金から

　  各地区５万ドルまでの補助金を申請できます。

　  迅速な手続きが行われるこれらの補助金は、

　  水、食料、シェルター、医療品、衣服といった

　  救援物資を含め、この危機による難民や被災者

　  の支援に利用できます。

　● 上記の期間、難民やそのほかの被災者への支

　  援を希望する、影響を受けたほかのロータリー

　  地区も、災害救援基金から25，000ドルの補助

　  金を申請することができます。

　● 現在から2022年４月30日まで、ロータリー地

　  区は未配分の地区財団活動資金（DDF）を災

　  害救援基金に充て、ウクライナと関連する人道

　  的補助金を支援することができます。

　● ウクライナでの救援活動を支援するための災

　  害救援基金へのご寄付は、2022年４月30日

　  までに行う必要があります。

　● ロータリー財団を通じた支援は災害救援基金

　  が主な窓口となりますが、ロータリークラブ

　  とローターアクトクラブもウクライナでの人

　  道的危機に対して独自の支援を行うことが奨励

　  されています。

　今回、第2710地区からの支援依頼期間が短い

のは、緊急性を重視しているためです。

　災害救援基金を通じた支援に加え、財団はパー

トナー団体や地域リーダーと協力し、増加する人

道的ニーズへの効果的なソリューションを模索し

ています。

　● 国連難民高等弁務官事務所（米国）と協議し、

　  ウクライナや近隣諸国で行き場のない人びとの

　  ニーズに対応するための準備を進めています。

　● 災害救援におけるプロジェクトパートナーで

　  あるシェルターボックスは、東欧のロータリー

　  会員と連絡を取り、一時的な住居やほかの必要

　  物資の提供方法について検討しています。

　● 「難民、強制退去者、移住者のためのロータ

　  リー行動グループ（The Rotary Action Group 

　  for Refugees， Forced Displacement， and

ターアクトクラブが、周辺地域の会員とともに迅

速に支援活動に乗り出しています。

　ウクライナ

　ウクライナには62のロータリークラブと６の衛

星クラブがあり、その会員数は約1，100人です。

また24のローターアクトクラブがあり、その会員

数は300人以上です。現状は不明ですが…

　● 第2232地区（ウクライナとベラルーシ）は、

　  この危機の影響を受けた人びとを支援するた

　  めの委員会を結成しました。委員会は、生活必

　  需品を確保するための募金に乗り出し、世界中

　  のロータリー会員に支援を呼びかけています。

　● リヴィウ市には、ウクライナの他の都市からの

　  避難民が流入しています。リヴィウ・インター

　  ナショナル・ロータリークラブは、地方自治体

　  や主要病院と協力して、避難民がアクセスでき

　  る救援物資のオンラインリストを作成しまし

　  た。寄贈物資を病院に届け、現地の倉庫で保管

　  するための手配は、会員たちが行っています。

　現在、キエフなど主要都市で物流が滞っている

ので、水不足が発生している。井戸が多いが、戦

時中のため人が標的にされ衛生面でも問題がある。

　ポーランド

　ポーランドは205万人以上の難民を受け入れて

おり、国内のロータリークラブが寄付の窓口とな

る口座を開設しました。

　ウクライナと国境を接するそのほかの国

　● ハンガリーのキシュバールダ・ロータリークラ

　  ブは、募金を取りまとめ、会員総動員で生活

　  必需品を寄贈し、難民たちに届けています。

　● ルーマニアとモルドバのロータリー会員は、

　  寄付の窓口となる基金を設置し、食糧の寄贈や

　  難民の宿泊手配を行うためのWhatsAppグルー

　  プを立ち上げました。

　● スロバキアとチェコ共和国では、クラブが鉄

　  道・貨物会社と提携し、約2，300人の難民の

　  移動手段を提供しています。

　次に、ウクライナへのロータリー財団の対応に

ついてお話をします。

　深刻化するウクライナでの人道的危機への対応

として、ロータリー財団は現在、ロータリー地区

が実施している救援活動を支える資金を世界中の

人が寄付することのできる正式な窓口として、災
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　  Migration）」は、この危機への対応としてグ

　  ループのリソースを集結させています。

　以上、東欧のロータリークラブの活動状況とロー

タリー財団の支援についてですが、今後、当クラ

ブにおいては、難民支援や孤児への援助など長期

的な目線で支援を考えていきましょう。

　最後に、４月３日に開催される「ロータリー奉

仕デー」in 宮島において、環境・疾病予防・平和

の有難さなどを考える貴重な機会となるようにい

たしましょう。

　本来であれば、本日皆様の前で退会にあたって

のご挨拶をさせていただかなければなりませんが、

このようなかたちでのご挨拶になりますこと、誠

に勝手ではございますが申し訳ございません。

約１年半前に入会させていただき、入会時の挨拶

がまだ頭に残っております。

地域の方々と交流しながら、自己研鑽に努めると

いう話をさせていただいたばかりですが、今回業

務の都合上やむなく退会することをお許しくださ

い。

入会時にお世話になりました、諏訪（昭登）様、古

本様、本当にありがとうございました。

短い間でしたが、広島西ロータリークラブに入会

しなければ、お近付きになれない皆様に出会えた

ことを本当にうれしく思っております。

まだ先の話ですが、私自身さらにひと回りもふた

回りも大きくなり必ず広島西ロータリークラブへ

再入会させていただきたく思っております。その

時は何卒よろしくお願いいたします。

　最後になりますが、この歴史と伝統のある広島

西ロータリークラブが益々繁栄されることをお祈り

いたしまして退会の挨拶とさせていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　令和４年３月24日

　 次週31日の例会は休会となっておりますので、

　 お間違えのないようお願いします。

　 ４月３日の「ロータリー奉仕デー」in 宮島は

　 クラブジャンパーまたはクラブベストを着用

　 してご参加いただきますようお願いします。

　 紛失された方は事務局にて在庫限りで購入可能

　 です（ジャンパー3，500円、ベスト2，500円）。

　　次年度の会員名簿等作成のためBOXに会員

　名簿等確認のお願いを入れておりますので、ご

　確認の上、事務局まで提出をお願いします。

　　先週19日に呉二河球場において３年ぶりのガ

　バナー杯が開催されました。監督の坂田は退院

　はしましたが肺炎で自宅療養中。発表予定の柴

　田マネージャーには陽性反応がでましたので、

　私が代わりに報告させていただきます。

　　初日の第一試合でしたので、杉川ガバナーの

　始球式の後、プレーボールとなりました。初戦

　は呉東RC戦でしたが、エース宍戸の頑張りと、

　若手の打棒で18対１の快勝となりました。特筆

　すべきは、助っ人として参加してくれた中村 光

　治君が、初打席初ヒットでMVPをとり、トロ

　フィーを獲得したことです。その代わりバイオ

　レッツに入部させられたのは言うまでもありま

　せん。

　　２回戦は強豪広島北RCでしたが、１回戦の

　ハッスルが影響し、10対０の完敗となりました。

　やはり若い人の多いチームが強いようです。

　　年中メンバー募集

　しております。野球

　を肴に飲みましょう！
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村重　紀構 君 退会挨拶

松岡（輝）幹事会務報告

本　日（3月24日・木曜日）

　会員数　88名　　出席者　57名

　欠席者　31名　　ご来客　 1名

　ご来賓　 0名　　ゲスト　 0名

　　　　　　　　　　 計　　58名

　2022年2月24日・木曜日の例会

　　　　　出席率　100％

村上（健）副委員長出席報告

プログラム・出席委員会

委員会報告

藤田 千加子　次年度会報雑誌・広報委員長

バイオレッツ　　　土井主将

同好会報告



　 中岡君（自主申告）

　 　金の販売価格が高騰し、３月９日に8，402円

　 の史上最高値を付けました。現在でも高値の状

　 況が続いています。

　 　ナカオカでは、皆様の金の現物を買い取りい

　 たします。ネックレス、指輪など何でも結構で

　 すので、是非店頭までお持ちください。よろし

　 くお願いいたします。

　 宍戸君

　 　３月19日のガバナー杯２回戦、広島北RCと

　 の試合においてファーボールを連発してしまい

　 ゲームを壊してしまったこと、申し訳なくスマ

　 ンボックスに出宝いたします。

　　本日は国際社会奉仕部門担当のクラブフォーラ

　ムです。

　　２月は平和構築と紛争予防月間でしたが、く

　しくもロシアのウクライナ侵攻が勃発してしま

　いました。本日はユニタールが関わっている地

　域の中からアフガニスタンを中心にお話を伺い

　ます。広島西RCとして平和や紛争予防に役立つ

　教育に何かご協力できることはないかなど、会

　員の皆様と考えていきたいと思います。

　　本日卓話をいただきますのは、ユニタール広

　島事務所 所長であられます隈元 美穂子様です。

　　隈元様のプロフィールですが、福岡の高校を

　卒業後、ウェストバージニア大学をご卒業後帰

　国。九州電力に勤務されたのち、再び渡米しコ

　ロンビア大学で修士課程を取られました。2001

　年から国連に勤務。2014年１月より広島事務

　所所長に就任、2019年より持続可能な繁栄局

　局長を兼務されています。

　 小下さん（自主申告・大枚）

　 　先週限りで退会された小下さんですが、例会

　 終了後、スマイルに大枚をご出宝され、例会場

　 を後にされました。

　 「広島西RCの皆さんとのお別れは本当に残念で

　 す。短い間でしたがありがとうございました。

　 また機会があれば交流させてください。」と仰っ

　 ていました。

　 　小下さんの新任地での今後のご活躍とご健勝

　 を心より祈念したいと思います。

　 松岡（輝）君（自主申告・大枚）

　 　このたび弊社が「令和３年度 食品衛生優良施

　 設 広島市保健所長表彰」をいただきました。

　 　近年食品業界を取り巻く環境は、原材料始め

　 コスト高で厳しい状況が続いておりますが、こ

　 の受賞を機に今一度気を引き締めて精進してま

　 いります。今後とも皆様からのご指導ご鞭撻の

　 ほどよろしくお願いいたします。

　 　プラス（スマンボックス？）実は先週の例会

　 日が結婚記念日でした。先週いただいたANA

　 食事券で早めにご機嫌をとっておきます！

−4−

スマイルボックス S A A  大植副委員長

2月決算月おめでとうございます。

（７名）

村上（健）君　　　 ㈱中和商会

吉田（浩）君　　　 ㈱セルモ

村上（智）君　　　 ㈱フジセンイ

香川（基）君　　　 ㈱福屋

古屋君　　　　  　 ㈱ホロン・㈲エス・ティ・ケイ

諏訪（昭浩）君　　㈲諏訪

諏訪（昭登）君　　㈲諏訪

会員記念日

奥様お誕生日おめでとうございます。

（５名）
吉井君　　　　　　和子夫人

森信君　　　　　　信子夫人

藤田（明）君　　　　千春夫人

井原君　　　　　　裕子夫人

小宇羅君　　　　　裕子夫人

スマンボックス

　国際社会奉仕委員会
　　　　川　妻　委員長

国際奉仕部門クラブフォーラム国際奉仕部門クラブフォーラム



　　広島西RCとのご縁は、2017年にユニタールへ

　元広島市長でありました故 浜井 信三氏の著書

　「原爆市長」の英語版を寄贈。2018年、南スー

　ダンでの研修のためにパソコンやプリンター・

　カメラを寄贈。そしてこのたび、広島県内の女

　子高校生を対象にしたWaffle Camp×SDGsの

　ワークショップと公開セミナーをご一緒させて

　いただきました。

　　本日は「国連の視点から見たアフガニスタン

　における現状と今後」と題しまして卓話を頂戴

　したいと思います。

　　隈元様　よろしくお願いいたします。

　国連ユニタール広島事務所長兼持続可能な繁栄

局局長　隈元 美穂子氏に講演をいただきました。

　最初に国連ユニタールに関する紹介をいただき

ました。国連ユニタール広島事務所は、2003年

に設立され、商工会議所ビルに事務所を構えてお

り、同ビルの屋上に国連旗が掲揚されています。

中四国の中で唯一の国連機関です。また広島西

ロータリークラブとユニタールの関わりについて

も紹介がありました。

　現在世界的に抱える課題の中で、３つ（パンデ

ミック、気候変動、格差）について話をされまし

た。パンデミックについては、世界中で感染者が

発生しており、WHOの発表では、約1，144万人の

感染者、約254万人の死亡者であったのが、感染者

は約４倍の4，648万人、死亡者は約３倍の606万

人に達している。各国において対応しているが、

単独での対応には限界があり、各国において協力

して解決していくべき問題であることを訴えられ

ました。

　また気候変動に関しては、産業革命時からの気

温上昇を1.5度に抑えるための取り組みをしなけれ

ばならないが、現状では到底困難であると、予測

グラフを用いて説明されました。気温上昇により、

異常気象が発生するほか、植物にも影響し、これ

は農作物にも影響することで、食糧問題も深刻に

なることなど、その影響の大きさに思いをいたす

と、気温上昇について真剣に考えることの必要性

を訴えられました。

　そして格差についても、先進国と発展途上国と

の間の格差、また国内的には宗教、民族、人種、

出身、地域、性別等の格差問題があり、これらへ

の対処についても必要であるとの話でした。

　最後に、国連ユニタール協会についての話をさ

れ、先日のワッフルキャンプの開催や、為末 大

氏が親善大使を務められていること、2022年２月

１日から、佐々木茂喜氏が理事長に就任されたこ

との案内もされました。

（国際交流・姉妹クラブ友好委員会　委員長 小田 清和）

クラブフォーラムでの意見のまとめ

　隈元氏の講演後、４テーブルに分かれ、広島西

ロータリーとして、アフガニスタンなどに対し、

どのような国際奉仕活動ができるのかについて話

をしていただきました。それぞれのテーブルでの

協議内容を発表していただきましたので、その内

容を報告します。

　第１テーブルでは、正しい情報を収集して現地

のニーズもしっかり収集し、何ができるかを考え

る必要がある。またロータリアンとしてニュート

ラルな立場で考えることが必要である、といった

意見が出ました。

　第２テーブルでは、正しい情報を収集し中立的

な立場で考えることが必要である。希望に応じる

ことも必要だが、内容を吟味する事も必要で、自

己満足の支援になってはいけない。専門的な視野

を持って見ることも必要。子供に対する教育など

できないかといった具体的な意見も出たようで

す。

　第３テーブルは、支援は押しつけになりがちな

ので、現地のニーズを正確に把握し、必要とされ
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る支援を行うこと、そのためにはユニタールなど

の他団体、RIのネットワークを活用すべき。また

貧困ループから抜け出すためには教育が必要なの

で、教育支援もあるのではないか。相互理解を深

めるためには、差別意識を払拭できるようなこと

を考えるとどうかといった意見が出ました。

　第４テーブルでは、正確な情報を収集すること

が必要で、ニーズを聞いてみることも必要。また

西ロータリーとしてできることには限界があり、

小さなことでもよいから継続的に実行できること、

また現地とのキャッチボールができるようなこと

ができれば良い。ポリオが残っているのでそのた

めの何か、衛生面に関する支援、専門的見地から

できることを寄せ集めて検討すると良いのではな

いかといった意見も出ました。

　これからも関心を持って情報を集め、何ができ

るかについて検討を続けていくことが必要である

ということは、共通認識として持てているという

ことがわかりました。
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卓話予告

ただ今、夢中

グランピング
私は今、グランピング

に夢中です。写真は私

の世羅事業所に作りま

したドームテントです。

グランピングとは贅沢

にアウトドアを楽しむ

新しいスタイルのこと

を言います。皆さん、

ご一緒にいかがですか？ 中村 光治
令和２年４月２日入会


